
 

  

５.令和５年度 学校評価報告書（実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 21日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①専門性を追究し
た教育活動を充
実させる。 

②商業と工業の連
携による特色あ
る教育活動を実
践する。 

③学力及び技術技
能の基礎力を確
実に定着させ
る。 

④学習指導方法の
改善を推進す
る。 

①②③基礎学力の定

着を図るととも

に、共通教科及び

専門教科の発展的

学習を充実させ、

上級の資格取得を

目指す。 

③スタディサプリの

活用による基礎学

力の定着及び家庭

学習の習慣化を図

る。 
④「主体的・対話的
で深い学び」の実
践と ICT 機器の活
用を推進する。 

①②③スタディサプリ
を活用するなどして
中学校までの基礎学
力の底上げを図り、
専門教育の学びにつ
なげていくととも
に、資格取得の向上
を図る。 

④「主体的・対話的で
深い学び」を推進す
るために ICT 機器を
活用した授業改善を
行う。 

①②学校全体としてス
タディサプリの活用
を推進し、生徒を支
援する体制を構築で
きたか。また、資格
取得率の向上を達成
できたか。 

③動画視聴時間ゼロの
生徒をなくし、各教
科から出された課題
が全て提出されてい
るか。 

④生徒が一人一台端末
を活用し、毎日学習
活動に取り組んでい
るか。 

①②③スタディサプリの課
題配信を定常的に実施す
るとともに、取組状況を
チェックし、取組の甘い
生徒には指導を行って改
善につなげた。また、資
格取得を支援し、電気工
事士二種 16 名、一種４
名の合格や、危険物甲
種、IT パスポートや普通
旋盤技能士など、上位資
格の合格者が大幅に増加
した。 

④スタディサプリや授業な
どで、端末の活用はすす
んでいる。 

③配信課題への取組状況
は向上したが、動画の
視聴状況を改善する必
要がある。 

①②専門科目におけるス
タディサプリの活用に
ついて、今後も研究を
重ねる必要がある。 

①②スタディサプリ
の活用に向けた指導
において成果を出し
ている。また、資格
取得率を向上させて
いることも評価でき
る。 
②ICT 機器の活用を
さらにすすめ、これ
からの時代に社会に
出ても通用する人材
を育ててほしい。 

①②スタディサプ
リの配信課題に
は取り組んでい
るが、動画視聴
など資質・能力
の向上に向けた
積極的な取組を
すすめる必要が
ある。 

④一人一台端末の
活用はすすんで
いるが、さらな
る授業改善につ
なげていく必要
がある。 

①③スタディサプリ
への取組をさらに
すすめ、動画視聴
の重要性を生徒に
伝えるとともに、
指導・支援の必要
な生徒に対しては
個別に対応する必
要がある。 

④教職員の ICT 活用
能力やアプリの利
用方法に関するス
キルを高めてい
き、さらなる授業
改善につなげる。 

２ 

 

生徒指導 
・支援 

①基本的生活習慣
の確立を図る。 

②社会人基礎力と
豊かな人間性を
育む。 

③主体性を育み自
立した人間の育
成を図る。 

④教育相談体制の
充実を図る。 

⑤学校行事や特別
活動及び部活動
の活性化を図
る。 

①②基本的生活習慣
を確立するととも
に、自己肯定感を
育む。 

④多様な生徒に対応
するため、ＳＣ及
びＳＳＷを活用し
外部機関との連携
を図るとともに、
校内組織を充実さ
せる。 

⑤部活動加入率の向
上を図る。 

①②生徒会、保護者及
び各種機関と連携し
た指導を行い、自己
肯定感の涵養につな
げる。 

④生徒情報の共有を徹
底するとともに、
SC、SSW や外部機関
等と連携し、ケース
会議等の教育相談体
制を整備して生徒支
援を充実させる。 

⑤入学当初の部活動紹
介等の企画や部活動
支援体制の整備等に
より、加入率の向上
を目指す。 

①②組織的・継続的な
指導により、次の事
項が達成できたか。 

〇挨拶をする生徒が増
加したか。遅刻防止
指導を年５回実施
し、遅刻の回数が減
少したか。 

〇服装･頭髪指導対象
者が減少したか。 

④本校の教育相談体制
を生徒及び保護者等
に周知し、教育相談
の活用をすすめると
ともに、必要に応じ
てケース会議等を開
催するなどして支援
体制を整備できた
か。 

⑤部活動加入率が 50％
を超えたか。 

①②朝の立ち番や交通安全
委員の生徒の声掛けなど
により、挨拶や交通ルー
ルを遵守する意識等の社
会性が向上した。身だし
なみ指導も昨年の 131 件
から 76 件に減少した。 

④SC 及び SSW の来校回数の
増加により教育相談回数
が増加し、支援の必要な
生徒に必要なカウンセリ
ング等を行うことができ
た。また、その情報共有
により、支援体制の整備
もすすんでいる。 

①②各指導により全体と
しては生徒の社会性が
向上しているが、生徒
の中にはあまり指導の
効果があらわれない者
もいる。そうした生徒
への指導を家庭ともさ
らに連携しながら取り
組む必要がある。 

④本校における整備され
た教育相談体制を生
徒・保護者に周知して
いくとともに、サポー
トドック等も活用し相
談しやすい環境づくり
をすすめる。 

①②昨年度より近隣
からの苦情件数や
指導件数が減少し
ていることは評価
できる。 

④教育相談体制が整
備される中で、
個々の生徒に必要
な支援をしてほし
い。 

⑤入学する生徒の状
況にもよると思う
が、部活動加入率
を高める工夫を
し、商工をより活
性化してほしい。 

①②家庭や地域と
も連携し、生徒
の規範意識を高
めるとともに、
社会人としての
ルールやマナー
を守る意識を高
め る 必 要 が あ
る。 

④教育相談体制の
整備を生徒・保
護者等に周知し
て い く と と も
に、サポートド
ック等の活用を
推進する必要が
ある。 

⑤部活動支援体制
の整備をすすめ
るとともに、生
徒の自主的・自
発的行動をサポ
ートしていく必
要がある。 

①②粘り強く生徒に
呼びかけ、生徒の
自覚を促すような
指導を徹底する。 

③家庭との連携を行
うとともに、必要
に応じて外部と連
携し、生徒の課題
解決に向けた支援
をすすめる。 

⑤部活動加入の意義
を周知し、部活動
加入率が 45％で
あったため 50％
を超えるよう学校
づくりをすすめ
る。 

 



 

 視点 
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3 
進路指導 
・支援 

①実際的・体験的
学習の機会拡大
と充実を図る。 

 ②勤労観や公共
心、社会奉仕の
精神を涵養す
る。 

③進路相談体制の
充実を図る。 

①学年段階における
外部人材を活用し
た進路説明会等の
実施等により、キ
ャリア教育の充実
を図る。 

②進路未決定者をゼ
ロにする。 

③進学・就職にかか
る事故防止を徹底
する。 

①進路ガイダンスの内
容を精査して進路情
報を生徒に提供する
とともに、外部講師
を積極的に活用した
キャリア教育を実践
する。 

②欠席や学業不振等が
原因で進路活動にマ
イナスの影響が出な
いよう、担任等と協
力しながら指導・支
援する。 

③複数チェック体制を
厳守する。 

①進路決定に有益な情
報を提供すること等
により、進路未定者
をゼロにすることが
できたか。 

②欠席や学業不振等に
より、進路活動にマ
イナスの影響を受け
る生徒をゼロにする
ことができたか。 

③進路にかかる事故を
ゼロにすることがで
きたか。 

①アプリ「HANDY 進路指導
室」の活用をさらにすす
め、３年生だけでなく２
年生にも求人票を閲覧で
きる環境を整えた。さら
に外部講師を活用した進
路ガイダンスを全学年で
計 14 回実施し、充実し
たキャリア教育を実践し
た。 

②クラス担当と連携した対
応等により、昨年度より
学業不振等で進路活動に
マイナスの影響を受ける
生徒は減少した。 

③複数チェック体制を機能
させ、進路にかかる事故
をゼロにすることができ
た。 

①②諸事情によるものを
除き、進路未定者をゼ
ロにすることができ
た。一方、安易に進路
決定をする生徒も散見
されるため、キャリ教
育を精査し、進路に関
する生徒の主体的な態
度を育成する必要があ
る。 

③事故防止に向けては、
進路にかかる書類の作
成だけでなく、その他
の手続等においても生
徒の指導・支援を適切
に行う必要がある。 

①計画的な進路指導
ができている。進
路ガイダンスは生
徒にとって必要な
ことなので続けて
ほしい。また、１
度の就職試験に失
敗した生徒への支
援も続けてほし
い。２社目として
受験してきた生徒
を積極的に採用す
る企業があること
も知っておいてほ
しい。 

①②計画的なキャ
リア教育を実践
し、主体的に進
路活動を行う生
徒を育むことが
必要である。 

③進路にかかる事
故ゼロを継続し
ていく必要があ
る。 

①②より早い段階か
ら進路について考
える場面の設定を
工夫し、生徒の主
体的な進路活動を
支援する体制を整
備する。 

②３年次生徒の進路
意識を高め、早い
時期から進路活動
に取り組む指導を
行う。 

③継続して、確実な
事務処理及び点検
体制を実践する。 

４ 
地域等と
の協働 

①学校運営協議会
制度を活用し
た、地域との協
働を図る。 

②広報活動を充実
させ情報の発信
を推進する。 

①連携協定等を活用
し、外部講師によ
る実践的教育を充
実させるととも
に、地域や OB 等
を活用した教育活
動を実践する。 

②ホームページによ
るタイムリーな情
報発信を行う。 

②中学生及びその保
護者に向け、本校
の魅力及び特色を
さまざまな機会を
活用して発信す
る。 

①生徒の学びに連携協
定を活用するととも
に、地域や OB、連
携企業と協働する。 

②ホームページの更新
をこまめに行うだけ
でなく、新たにメー
ルマガジンも配信す
るなど広報活動を充
実させる。 

②近隣中学校の生徒及
び保護者に加え、中
学校教職員への PR
活動を充実させる。 

①生徒の学びに連携
校、地域や OB が関
わり、生徒の成長を
促すことができた
か。 

②入学志願者が、募集
定員を超えることが
できたか。 

①両科において、企業や上
級学校との連携が進み、
教育活動に生かされてい
る。また、感染症対策の
緩和にともない地域との
交流も再開し、連携が深
まっている。 

②昨年にも増してホームペ
ージや公式インスタグラ
ムのう更新をこまめに行
うことできた。また、中
学生向けのメールマガジ
も配信し、本校の魅力を
発信することができた。 

②パンフレットに改良を加
えたほか、中学生向けの学
校説明会も回数・参加人数
を増やし、充実した広報活
動を展開した。 

①企業や上級学校及び地
域との連携をさらにす
すめ、本校の教育活動
を充実させる必要があ
る。 

②ホームページの更新及
びより魅力的なデザイ
ンの追究に加え、メー
ルマガジンや公式イン
スタグラムの活用等広
報活動のさらなる充実
を図る必要がある。 

①地域のイベントに
商工高校として生
徒が参加している
姿がとっても良か
った。行事等の手
伝いに感謝する。 

②③ホームページの
更新の頻度が他の
学校より圧倒的に
多いことが良い。
また、メールマガ
ジンの配信も読み
やすく楽しい。 

①今後も地域や企
業・上級学校と
の 連 携 を す す
め、本校の特色
ある教育活動に
生かす必要があ
る。 

②③ホームページ
や SNS のこまめ
な更新により本
校の魅力を伝え
る こ と が で き
た。SNS での個
人情報の利用に
さらに注意して
活用していくこ
と が 必 要 で あ
る。 

①連携する場を整備
し生徒の成長につ
なげる学びの場を
増やすとともに、
地域との協働も充
実させる。 

②本校の魅力をホー
ムページや SNS に
て発信するなど広
報活動を充実させ
て、入学志願者の
増加につなげる。 

 

５ 
学校管理 
学校運営 

①ミッションに沿
った学校経営の
推進を追究す
る。 

②安全安心な学習
環境を維持構築
する。 

③教育公務員とし
ての規範意識を
醸成するととも
に、風通しの良
い職場環境を構
築する 。 

④働き方改革の視
点に立ち長時間
労働の解消に取
り組む。 

①商業教育と工業教
育の連携強化によ
り、職業人の育成
を目指す。 

②スチューデントフ
ァーストの視点に
立った教育活動を
実践する。 

③事故・不祥事防止
を徹底する。 

④職場環境や業務内
容を見直し、働き
方改革に取り組
む。 

①両科の協働的な学習
活動を通して、相互
理解を深めるととも
に、職業人の育成に
つなげる。 

②地域の協力も得なが
ら、生徒が安心安全
に学校生活を送るこ
とができる環境をさ
らに整備する。 

④Teams の活用をさら
にすすめ、会議時間
の削減やペーパーレ
ス化を目指すととも
に、業務の効率化に
つなげる。 

①生徒が商業と工業の
それぞれの教育に対
する理解を深め、職
業人として成長でき
たか。 

②安心安全な学習環境
の維持構築が実現で
きたか。 

④Teams の活用等によ
り会議時間が削減で
きたか。 

①共通選択科目の開講や合
同課題研究発表会等によ
り両科の学びを共有し、
相互理解を深めた。 

②防災備蓄品の現物照合や
危機管理マニュアルの改
訂作業等の中で、安心安
全な学習環境の整備をす
すめた。また、大地震を
想定した防災訓練を実施
した。 

④Teams の活用などにより
会議のペーパーレス化や
情報の共有を推進した結
果、会議時間の削減を実
現した。 

 

①両科の相互理解だけで
なく、協働的な学びの
場をさらに追究する必
要がある。 

②災害に対する備えを常
に意識し、備蓄品等の
整備だけでなく生徒へ
のより効果的な指導を
検討していく必要があ
る。 

④今後もより効率的な業
務運営に向けて、業務
の見直しをすすめると
ともに職員の意識改革
を図る必要がある。 

①課題研究発表会の
プレゼン資料の質
が高いことに驚か
された。両科の強
みが出た発表会で
あった。 

④Teams の活用によ
り会議等の短縮が
できていることは
評価できる。 

①両科の協働的な
学習活動をさら
に追究するとと
もに、職業人の
育成につなげる
必要がある。 

②時代に応じた防
災マニュアルの
改訂作業をすす
め、災害に備え
た学校づくりを
整備する必要が
ある。 

④ペーパーレス化
をどの程度行え
ているかの見え
る化をすすめる
ことで、職員の
意識改革にむす
びつける必要が
ある。 

①両科の協働的な学
習活動の追究をすす
め、職業人の育成に
つなげる。 
②いつどんなときに
災害が起きても、対
応できるよう校内体
制を整備する。 
④Teams の活用を中
心とした効率的な業
務の見直しと、職員
の業務効率に対する
意識改革をすすめ
る。 



 

 


